
 

平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
 
 

学 校 名 美濃市立昭和中学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月２７日（月） 

実 施 概 要 

 ・授業参観（「学び合い」の場を設定し、個の考えや表現を深める授業） 
 ・清掃活動の参観（黙動による清掃活動） 
 ・帰りの会の参観（班会議を盛り込んだ会の運営） 
 ・参加者：保護者・家族・学校評議員 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   □文化   □産業   □レその他 

 公開の方法 
  □レ授業公開 □成果発表 □交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 
保 護 者     ９３ 人 

計 １０２ 人 
地域関係者       ９ 人 

実 施 状 況 

・全学級の教科の授業参観の実施 
 【1年】英語・社会 【2年】体育 【3年】理科・音楽 【友愛】自立 
・「黙動」による清掃の様子の参観 
・班会議を盛り込み、生徒の自治運営による帰りの会の参観 
・学校評議員は案内による全学級参観と本校職員（管理職）との懇談 

成果及び課題 

【成果と課題】 

・今年度は、平日の開催で参観者は昨年度に比べ、大きく減るだろうと
予想していたが、保護者の３分の２以上の参観者があった。本校の学
校教育活動への関心の高さが伺える。 

・保護者も授業に参加できる工夫を行い、教室内に入りやすい雰囲気作
りを行ったことで、和やかな授業が構築できた。 

・この日に都合のつかなかった保護者も見られるため、午前から公開す
るなど、日程の工夫が必要である。 

【保護者からの感想】 

  ・子どもたちが、いきいきと授業に参加していた。また、先生方の授業
 に向かう真摯な姿勢が、子どもたちの姿となって表れている。 

 ・清掃活動では、膝をついて床を拭いている姿に驚いた。 

 ・教師と生徒との距離感があまりなく、フレンドリーな関係がよい。た
 だ、教師と生徒とのけじめも時には必要である。 

【評議員からの意見】 

  ・何よりも、先生方の目が輝いていた。その輝きが生徒にも伝わり、誰
 もが課題に前向きに取り組んでいた。 

 ・平日にも関わらず、参観者の多さには驚いた。校区の地域柄か、保護
 者の意識の高さからか分からないが、これはよいことである。 

 ・授業中の生徒の発言の声が小さく聞き取りにくい。自信がないのか、
 人の前で話をする経験不足なのか。よく吟味してほしい。 

 

 

 


